


おじゃまします
学びの庭に

今回のテーマは「メディアとつきあう」ですが、現在はメディアのとらえ方はかなり広くなっています。
身近な「漫画」もそのひとつ。漫画をメディアととらえて研究している東北大学・森田直子先生にお話を伺いました。
メディアを考えていくと、人と人のコミュニケーションのことを考えることになりますね。

漫画の源流を探ってメディアを考える
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2019年11月30日　当日消印有効

懸賞懸賞

Q.1  森田先生が「ストーリー漫画の父」について今年まとめた著書名は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。石丸出穂先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。石丸出穂先生の記事もご覧ください。

懸賞

 スイス人テプフェールこそ「漫画の父」
　長年取り組んできたスイス人テプフェールの研究成果を、今
年本にまとめることができました。日本人にはあまりなじみが
ありませんが、フランスやベルギーなどのフランス語圏では、
テプフェールは「ストーリー漫画の父」として知られています。
日本で言うと江戸の寛政年間にあたる 1799 年に生まれ、亡
くなったのは 1846 年、明治維新の 20 年ほど前です。
　「ストーリー漫画」と言っても、日本で言われている意味と
は少し違います。連続した枠、いわゆるコマの中の絵と文字で
物語を進め、読者をハラハラさせたり笑わせたりするという、
現代の多くの漫画が用いている表現を、世界で初めて生み出し
たと考えられるのがテプフェールなのです。
　日本では 1989 年に亡くなった手塚治虫が、「ストーリー漫
画の生みの親」とされることが多いようです。彼が偉大な業績
を残し、多くの後進が育ち、今も大きな影響を及ぼしているこ
とは間違いありません。漫画にはあって当たり前とされていた
笑い、ギャグの要素を除いたシリアスな作品に挑み、成功させ
たことも高く評価されています。しかし全てが手塚の独創だっ
たわけではなく、彼もまた国内外の先行者の仕事を参考にしな
がら、自分の表現を作り上げていったのです。
　世界中で人氣がある日本の漫画のルーツを、平安時代に描か

れた鳥獣戯画や、テプフェールと同時代を生きた葛飾北斎によ
る「北斎漫画」に求める見方もあります。また、漫画には世相
を風刺する 1 コマ漫画や、新聞連載の 4 コマ漫画などもあって、
その形式はきわめて多彩です。しかし紙面をいくつかのコマに
割り、そこにキャラクターや背景、説明文やセリフや心の声を
書き込むという表現は、テプフェール以前には見つかっていま
せん。セリフを線で囲んでキャラクターに結びつける「フキダ
シ」という技法こそ用いませんでしたが、キャラクターの動き、
背景、小道具などを舞台劇のような構図で面白く描いた彼の作
品は、まさに現代的な意味での漫画そのものです。
　テプフェールに始まった表現方法が、いつどのようにして日
本の漫画に取り入れられてきたのかについては、まだ詳しくは
分かっていません。しかし日本の浮世絵がヨーロッパの画家た
ちに影響を与えたように、日本の漫画もまた、海外の作品に学
んで発展してきたのです。

 漫画を研究する意義とは
　画家を目指していたテプフェールは、挫折を経て教育者にな
りました。ジュネーブの寄宿制学校では校長も務めています。
　幼少時から親しんだ絵画・版画には、聖書の内容や著名な人
物の一生を、連続する何枚かの絵で表現したものがありました。
これがコマ割りのヒントになったことは間違いありません。ま
た彼は小説や演劇を好み、自ら実在の人物のマネをして笑わせ
たり、芝居を上演したりしたこともあったそうです。こうした
経験は、オリジナルのキャラクターを生み出し、物語を組み立
てる上で大いに役立ったことでしょう。
　たまたま作品を見たゲーテに褒められて自信をつけ、テプ
フェールは今で言う自費出版を行います。わずか数百部を書店
に置いただけでしたが、パリで海賊版が出回るほど評判を呼び、
翻訳されてドイツ、イギリスでも出版されました。2 万部も発
行されていた週刊新聞に漫画が連載され、これをまとめた単行
本がアメリカでも発売されるなど、計 7 作品を残しています。
　テプフェールは 1846 年に亡くなりますが、私がパリの大
学院で学んでいた 1996 年がちょうど死後 150 年。フランス
で記念の催しが行われるなど再評価の動きが盛り上がったこと
で、初めてその存在を知りました。作品を描いたのは 200 年
近く前ですが、彼はスタンダール、バルザック、ユゴーら著名
な作家たちの同時代人です。彼らの小説と同様、テプフェール
の物語も笑いも、現代でも十分に楽しめます。私は彼の作品を

日本語に訳したり、その生涯を調べたりする中で関心を深め、
研究テーマとして取り上げるようになったのです。
　漫画を単なる娯楽だと考えて、軽んじる見方もあるでしょう。
テプフェールの作品も人氣を呼んだ一方、文学でも絵画でもな
い「雑種」と軽蔑されたり、喜劇よりも悲劇を重んじる価値観
が支配的な中、なかなか評価されないという憂き目にも遭いま
した。しかし大衆文化が後に高い芸術性を認められたり、貴重
な伝統文化として保護の対象になったりした例はいくらでもあ
ります。今や漫画は、広く受け入れられている現実、独特で高
度な表現力、他分野への影響力などから、小説や映画と同様に
評価・研究の対象とすべきだという考え方が一般的です。
　また単純化された描線、親しみやすいキャラクター造形、起
伏に富んだストーリー展開といった特徴を持つ漫画には、独特
の「伝える力」があります。たとえば戦争のように悲惨な事実
や歴史を伝えるには、写真や実写映像、リアリティのある文章
などももちろん有効です。しかし世代を超えて幅広い人に読ま
れたり、国や言葉の違いを超えて広まったりするという点では、
漫画もまた戦争を伝えるのに適したメディアだと言えるでしょ
う。中沢啓治の『はだしのゲン』や、こうの史代の『この世界
の片隅に』などが、その好例です。

 趣味・娯楽も語れば学びにつながる
　高校生までの私は、漫画や小説は人並みに好きでしたが、研
究対象にするつもりはありませんでした。「将来は国際機関で
飢餓の問題などに取り組みたい」と考えて大学に入ったものの、
実際に国際関係論を学んでみて、自分には合わないことに氣付
きます。フランス語を専門に学ぶことにしましたが、文学者や
思想家の研究には氣持ちが向かわず、メディアや人間の創り出
す文化そのものを研究したいと思うようになりました。
　私が大学に入った 1987 年、カナダ人のマクルーハンが
1964 年に書いた本が、日本で『メディア論』として出版され、
話題になりました。メディアを、コミュニケーションを媒介す
るあらゆるものに広げて考えようとする試みです。印刷物やテ
レビはもちろん、広告も漫画も衣服も自動車も皆メディアであ
りメッセージであって、人間という存在を拡張するものだとい
う見方に、私も大いに刺激を受けました。
　アメリカ文学の授業で柴田元幸先生が指定した課題図書の中
に、漫画が含まれていたことにも驚きました。著者のユダヤ人
アート・スピーゲルマンが、父がポーランドで収容所に捕われ

ながら生き延びた経緯を、動物のキャラクターを用いて描いた
『MAUS（マウス）』です。先ほど言ったように、悲惨な事実
や物語を伝えるメディアとしても、漫画はたいへん優れていま
す。「漫画も文学研究の対象になり得る」と知ったことは、後
の自分の研究につながりました。
　卒業論文を建築で書いた後、日本で書いた修士論文と、フラ
ンスで書いた博士論文で取り上げたのは大衆小説です。テキス
トだけでなく、新聞連載の告知デザインや挿画の機能にも注目
しました。フランスでは 1968 年の五月革命を機に、文化的
にも新しい表現や大衆文化を評価する動きが活発になります。
私がパリの大学院で師事した先生も、文字文化と図像文化を広
く研究対象とすることに積極的で、多くのことを学びました。
　私は東北大学大学院の情報科学研究科に所属していますが、
現代の高度な情報技術は、自然科学だけでなくあらゆる学問分
野と深く関わっています。私のいる研究室が掲げる「メディア
記号論」もその一つです。言語や図像などの情報を広く「記号」
として捉え、その意味や機能を分析・考察します。漫画に限ら
ず、あらゆるメディア・コンテンツが研究の対象です。
　私は今、かつて博士論文で取り上げた亡霊や幽霊の物語に再
び関心を向けています。東日本大震災の後、被災地では亡くなっ
た家族の姿を見た、などの体験談が語られるようになりました。
単なる「怪談」の枠組みではなく、生者と死者の関係というテー
マについて、あらためて考えてみたいと思っています。
　漫画や小説に限らず、皆さんも様々なメディアを楽しんでい
ることでしょう。同じものを鑑賞した人同士で感想を話してみ
ませんか。人によって目の付け所が違うのもおもしろいし、言
語化することで自分の考えも客観視できます。娯楽や趣味につ
いて人と話しあうことを、学びの第一歩としておすすめします。

（取材＝ 2019 年 8 月 29 日／東北大学青葉山キャンパス　
 情報科学研究科教育研究棟 7 階　森田直子准教授室にて）

東北大学大学院　情報科学研究科　准教授
専門＝比較文学・フランス語圏文学・文学理論・海外漫画の歴史

森田　直子先生
《プロフィール》（もりた・なおこ）1968 年神奈川県藤沢市に生まれ、関西に育つ。東
京大学教養学部卒業。同大学院 総合文化研究科 修士課程修了。パリ第 7 大学博士課程
修了。博士（文学）。熊本大学文学部講師、助教授を経て、2003 年より現職。
著書に『「ストーリー漫画の父」テプフェール　笑いと物語を運ぶメディアの原点』など。
共訳書にティエリ・グルンステン他著『テプフェール　マンガの発明』など。



がける際の戦略を考える授業などもあります。
　地域単位で「スポーツ文化」を育ててきたヨーロッパなどと
違って、日本では主に学校の授業や部活動を通してスポーツが
普及しました。それがスポーツを「する」に比べて、「観る」や 

「支える」が重視されてこなかった理由の一つでしょう。しか
し「する」だけでは、目標が勝つことに集約されがちです。そ
のためごく少数の勝者以外は、大人になるとスポーツから離れ
てしまうという問題がありました。
　日本でも今、楽しみと心身の健康のために生涯を通じて運動
に親しみ、観戦したり育成に携わったり運営を手助けしたりと
いったスポーツへの関わり方が広まりつつあります。もちろん
日本の代表が国際大会で活躍すると、うれしいのは確かです。
しかしそれも、裾野の広がりがあってこそではないでしょうか。
私はデジタルメディアの発達と普及によって、より多くの人が
日常的にスポーツに触れ、子どもたちの指導に正確なデータが
活かされたり、年配の方も客観的な記録や動画を励みに運動を
続けようと思えたりする社会からこそ、世界的に卓越した競技
力も養われるはずだと考えています。
　来年は東京五輪が開催されます。皆さんも大いに楽しみつつ、
データやメディアの活用、そしてスポーツの未来についても考
えていただければと思っています。

（取材＝2019年8月20日／仙台大学　大学院研究棟2階　石丸研究室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「スポーツ」も身近なメディア・コンテンツのひとつですね。
仙台大学でスポーツ情報マスメディア学科の学科長を務める石丸出穂先生のお話を伺いました。
そこでは、狭いスポーツの世界ではなく、スポーツを通じてよりよい社会づくりをめざす大きな展望を感じました。

デジタルメディアでスポーツが変わる
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞

Q.2   仙台大学スポーツ情報マスメディア学科における２つの履修モデルとは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。森田直子先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。森田直子先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2019年11月30日　当日消印有効

 スポーツをする・観る・支える
　私たちが生涯にわたってスポーツに親しめる社会を実現する
ため、国は今スポーツをする人だけでなく、観戦する人、そし
て指導者やボランティアといった、育てたり支えたりする人の
ための環境整備も同時に進めています。人とスポーツとの関わ
り方には「する」「観る」「支える」という 3 つがあるのです。
　体育学部のみの単科大学である仙台大学には、スポーツを 

「する」多くの学生たちが集まってきますが、私が学科長を務
める「スポーツ情報マスメディア学科」が主に取り組んでいる
のは、「観る」「支える」スポーツの研究と、人材の育成です。
この分野は 21 世紀に入ってから、デジタルメディアの飛躍的
な高度化と普及によって、大きく発展しました。
　もちろんアナログメディアの時代も、テレビでスポーツ中継
を観たり、新聞・雑誌で解説や予想を楽しんだりすることはで
きました。しかし今は地上波デジタル放送のテレビでもデータ
が提供されますし、スマートフォン、タブレット、パソコンを
使えば、インターネット上の膨大かつ詳細なデータを、瞬時に
手に入れることができます。
　デジタルメディアは、スポーツ観戦のあり方を変えただけで
はありません。客観的なデータに基づいてトレーニングが行わ
れるようになったり、インターネットを使って広くボランティ
ア・スタッフを募集できるようにもなりました。そして「する」
スポーツ、つまり競技をも大きく変えたのです。私が長年携わっ
てきたバレーボールは、その典型と言って良いでしょう。
　私は 1995 年に長崎県の高校から筑波大学に入学しました。
男子バレー部の監督は都

みやこ

沢
ざ わ

凡
た だ

夫
お

先生で、大学選手権を 1997
年から 2002 年まで 6 連覇した黄金時代です。私は平凡な選
手でしたが、チームメートにはすごい選手がたくさんいて、優
勝を味わえただけでなく、4 年前に亡くなられた監督や他の

選手たちから大
きな学びを得る
ことができまし
た。
　 大 学 で は バ
レーボールに熱
中しましたが、
3 年生になると
将来を考えない

わけにはいきません。漠然と「長崎に帰って高校の体育の先生
になるか」と思っていたのですが、「高いレベルのチームで経
験したことを基に、スポーツの研究を深めてみたい」という氣
持ちもあって、就職ではなく大学院への進学を決意しました。
1 度目の受験には失敗しましたが、高校で非常勤講師をしなが
ら再び挑戦し、大学院でも都沢先生のご指導を受けることに
なったのです。

 アナリストは情報分析の専門家
　私が大学院に進んだ前年の 1999 年は、バレーの世界強豪
チームがベンチにパソコンを持ち込み、試合に活かし始めた年
でした。イタリアで開発された「データバレー」というソフト 
は、全プレーの内容をキーボードで入力できます。そのデータ
を映像と合わせることで、きわめて正確な情報が得られるので
す。この「データバレー」が、都沢先生の研究室に導入されま
した。私も使ってみましたが、「データバレー」はすべてのボー
ルタッチをタッチタイピングで入力するもので、私はもともと
パソコンの操作さえ不慣れでしたから、まったく手に負えませ
ん。これは自分には無理、と忘れかけていた頃、先生から「来
月始まる大会（現在の V1 リーグ）で『データバレー』を使い
たいという実業団チームがあるから、君が行きなさい」と言わ
れて仰天しました。
　体育会系の学生が恩師から命じられたら、「はい」という返
事以外はあり得ません（笑）。こうして大変な 1 カ月が始まり
ました。日本では、ようやくパソコンやインターネットが普及
し始めた時期です。使い方で分からない点を調べようにも、日
本の代理店で聞いてもわからない点が多く、頼みの説明書はイ
タリア語と英語を翻訳しながら実戦でためす、という状況でし
た。キーボードを見ないで打つ練習から始め、過去の試合の録
画を見て入力する特訓に励みましたが、間に合うわけがありま
せん。半ば投げやりな氣持ちで試合会場に着くと、実はもう一
人、すでに入力をマスターしたスタッフが待っていたのです。
　彼の補助から始めてソフトを学び直した私は、徐々にデータ
分析の重要性と面白さに目覚めていきました。国内最高レベル
の実業団チームで、データの入力だけでなく、分析や作戦の立
案にも関わる経験をさせてもらったのです。そして、自分は選
手としては一流ではなかったが、もしかしたらアナリストとし
て日本のバレー界に貢献できるかもしれない、と考えるように
なりました。アナリストとは情報分析の専門家という意味で、

「金融アナリスト」などのように使われます。日本のスポーツ
界では競技ごとに色々な呼び方をしていましたが、近年はアナ
リストという言葉が定着してきました。
　私は日本のバレー界で、デジタルデータを扱うアナリストの、
最初のメンバーになりました。2001 年に北京で開かれた大学
生の国際大会ユニバーシアードでは、男子バレーのスタッフに
選ばれます。経験を活かして「データバレー」をテーマに論文
を書いた私は、大学院を修了後、女子バレーの実業団チームで
コーチ兼アナリストとして採用されました。2003 年からは全
日本に呼ばれ、2004 年アテネ五輪では女子の、2008 年北京
五輪では男子のアナリストを務めました。2006 年から仙台大
学に勤務し始め、現在は研究と教育が活動の中心ですが、今も
日本バレーボール協会で後進の育成にあたっています。

 生涯スポーツにもデジタルメディアを
　実はバレーボールのように、ベンチに電子機器を持ち込める
競技は多くありません。またデータをどう使うかは、監督など
現場の責任者次第です。幸いバレーでは、日本に限らず指導者
たちがデジタルデータの活用に積極的だったこともあって、ス
ポーツにおける情報戦略をリードしてきました。
　様々な競技に合わせて設定が可能な「スポーツコード」「ダー
トフィッシュ（動作分析も可能）」というソフトが普及するなど、
今では他の競技でもデジタルメディアの活用は常識になってい
ます。アナリスト仲間の渡辺啓太氏は 5 年前、「日本スポーツ
アナリスト協会」を立ち上げました。アナリストの地位の向上
だけでなく、選手の発掘・強化から競技団体の経営に至るまで、
広くデータを活用することで日本のスポーツをいっそう発展さ
せることが目標です。
　本学の「スポーツ情報マスメディア学科」では、「スポーツ
マスメディア」と「スポーツ情報戦略」という、2 つの履修モ
デルを設けています。前者ではスポーツの取材、素材の加工・
編集、放送・紙面作りを学び、実際にテレビカメラを操作する
授業などがあります。
　そして私が主に関わる後者では、スポーツに関するあらゆる
情報の収集・分析・伝達について学びます。授業は、アナリス
トに必要なパソコン操作の習得だけではありません。スポーツ
情報戦略には、そのデータを競技にどう活かすか、さらには行
政の施策や企業活動にどう結びつけるかといった内容までが含
まれるのです。従って、起業家の方の話を聞き、自ら事業を手

仙台大学　体育学部　准教授
専門＝体育学・バレーボールコーチング論・スポーツ情報戦略

石丸　出穂先生
《プロフィール》（いしまる・いずほ）1976 年長崎県生まれ。筑波大学体育専門学群卒業。
筑波大学大学院体育研究科修了。修士（体育学）。上尾中央総合病院女子バレーボール
部（現 上尾メディックス）コーチを経て、2006 年仙台大学着任。日本体育協会公認
スポーツ指導員。日本バレーボール協会認定アナリスト。仙台大学男子バレーボール
部監督。



このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要
参加体験記

　保健師の勤務経験があり、在宅ケアに興味があったので参加しま
した。
　テーマの「セルフ・ネグレクト」とは、心身機能が低下したり、�
ショックな出来事があったりする事がきっかけで、生活環境・栄養
状態が悪化しているのに助けを求めない状態です。ゴミ屋敷になる
事で見つけ出されたりします。
　他者に干渉しない世の中、そして高齢化社会の現在、孤立する人
が増えてきています。「セルフ・ネグレクト」という言葉は馴染みあ
りませんでしたが、今までの仕事で関わった中でその状況の方がた
くさんいました。
　セルフ・ネグレクトは誰もがなる可能性がある状況です。大切な
事は、自分自身が人と関わり、周囲も氣に掛けていく事だと思います。
家族の力を上げていく事で、地域全体の力も上がっていく事が出来
ます。超高齢社会を迎えても、セルフ・ネグレクトが 1人でも少な
い世の中であれば良いなと思いました。� （柴田郡柴田町　S. D.）

　「今年もいって参りました障害者福祉センターまつり 2019 でまっ
くらカフェ体験」
　去年に引き続き同敷地内の 3施設+近隣の福祉施設や就労移行作
業所、授産施設に今年は在日している有志による「中国雑技団ステー
ジ」もあった今回のお祭りも露店や屋台も出て大変楽しかったです。
　そして去年はいれなかった「マックラカフェ」にいって参りまし
たのでレポートします。
　結論から言うと「ほんとに真っ暗」でした。このカフェの趣旨は、
真っ暗ななかで五感をフル稼働させて、普段味わえない特殊な味覚
を楽しむ、というもの。毎年人気のブースで一人一人手を取っても
らいお席に案内されます。私も怖々と入室しました。真っ暗空間では、
些細な段差も驚異ですし案内されているうちに右左もわからなく
なってクラクラしてきます。光がないってこれだけこわいとは、と
心細くなりました。最初はアイスメニューからでいい、としみじみ
思いました（ちなみに喫茶など言語道断とギブアップしても外で�
カフェメニューがもらえますのでお氣軽に）。
　このブースは不定期開催もしているようですので氣になるかたは
HPをチェックしてみて下さい。
　しかし今思うに、誘導するスタッフはカッコいい赤外線機器でも
装着しているのかというくらいスイスイでした。来年も楽しみです。
� （仙台市　zilch artifact）

■第 24回日本在宅ケア学会学術集会　市民公開セミナー 2
　「孤立とセルフ・ネグレクト　—身近な人のSOSに気づくには—」

講師：東邦大学看護学部　岸　恵美子 氏
2019 年 7 月 28 日（日）14:45 ～ 15:45　仙台国際センター会議棟 2 階・橘

■宮城県障害者福祉センターまつり 2019
主催：宮城県障害者福祉センター　宮城県障害者総合体育センター　　　　
　　　幸町ウェルフェア温水プール
2019年 8月 25日（日）10:30 ～ 15:30

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

キーワード・タグ
検索も
できます

「まなびのめ」第45号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

第45号

Q.1 　小腸の粘膜の上皮細胞はどれくらいの期間で全て入れ替わる？
答え　4日ほど

Q.2 　海老名先生が開発した免疫療法で用いる細胞の名前は？
　 答え　CD56陽性細胞

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第46号・秋／「紫苑」（si-on） ※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

■まなべる！　映える！　新世界『透明標本』展

2019年 7月 13日（土）～ 8 月 25日（日）TFUギャラリーミニモリ（仙台駅東口キャンパス）

参加体験記

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

　第 45 号 免疫

　免疫についてのお話、大変興味深かったです。最近では「免疫を
上げる」というフレーズをよく見かけますが、やはり基本は食生活
と規則正しい生活なのだと再確認できました。がんも身近な病氣と
なってきましたが、自分がかかっても免疫力を高め、戦おうと思い
ます。� （仙台市青葉区・37歳　F）
編：そういう意味から言えば、私達には困難に立ち向かっていく勇
氣と信念が必要、ということになるでしょうか。「まなびのめ」が少
しでもそれを後押し出来るよう努力していきます。
　
　今回、初めて「まなびのめ」を入手させていただきました。「学び」
イベントが、沢山開催されている事を、初めて知りました。しかも
殆どが無料で、驚きました。都合が合えば、ぜひ参加してみたいと
思いました。� （白石市・47歳　F）
編：ありがとうございます。イベントに参加された際は、簡潔でも
よいのでぜひ「参加体験記」をお寄せいただければ幸いです。
　
　「名著への旅」もよかった。森本先生は「死ぬほど勉強した」と言
い切っているのがすばらしい。海老名先生は院生の時に厳しい本間
先生から認められるまで頑張ったことが印象に残りました。
� （仙台市青葉区・64歳　M）
編：森本先生は、中学生の時点で志望大学の試験科目をチェックし
ていたところからも熱意が察せられます。名著への旅も含め、45号
の隠れテーマは「研究者の熱意」かもしれません。

11
NOV 11月  9日（土）企画展「戦争と庶民のくらし 5」関連講

座「近代仙台の戦争と庶民のくらし」

講　師　仙台市歴史民俗資料館学芸員
仙台市歴史民俗資料館

13:30

▲

15:00

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
場　所

主催者 問合先

11月  9日（土）東北福祉大学公開講座
「笑いと健康」

講　師　柏倉　栄子（東北福祉大学教授）
東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 50 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  9日（土）サテライトキャンパス公開講座：
声のワークショップ

講　師　下館　和巳（東北学院大学教養学部教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 12 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月12日（火）東北福祉大学公開講座
「こころとからだの健康を高める リハビ
リテーションの知恵」
講　師　佐藤　善久（東北福祉大学教授）

東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 80 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月16日（土）宮城大学公開講座第 8 回：
循環型社会におけるライフスタイル

講　師　板　明果（宮城大学事業構想学群講師）
宮城大学大和キャンパス 本部棟 講義室 30 名

10:00

▲

11:30

Tel 022-377-8319宮城大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月16日（土）サテライトキャンパス公開講座：
民法改正と私たちの生活

講　師　石垣　茂光（東北学院大学法学部教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月16日（土）サテライトキャンパス公開講座：
口の健康は長寿社会の要の話

講　師　小関　健由（東北大学大学院歯学研究科教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月16日（土）復興大学県民講座　
復興の生活構築学：生業景を育て、結び
つける ①丸森シルクコアトリエの試み
講　師　大沼　正寛（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
場　所

主催者 問合先

11月16日（土）復興大学県民講座　
復興の生活構築学：生業景を育て、結び
つける ②スレート千軒講の試み
講　師　大沼　正寛（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
場　所

主催者 問合先

11月17日（日）第 39 回仙台市史講座
「仙台市域の広がりと地域の絆」

講　師　仁昌寺　正一（東北学院大学教授）・佐藤　雅也（仙台市歴史民俗資料館事務長）
仙台市博物館ホール 200 名

13:30

▲

16:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

10
OCT

11
NOV

10月26日（土）図書館連携講座
「絵地図と星のステキな関係」

講　師　小石川　正弘（天文家）・水野　沙織（仙台市博物館学芸員）
せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-261-1585
Tel 022-225-3074

仙台市図書館・仙台市博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  1日（金）第 61 回リベラルアーツサロン：
イタリア・ルネサンスのリベラルアーツ
――芸術・自由・人文主義
講　師　鹿子生　浩輝（東北大学大学院法学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
場　所

主催者 問合先

11月  2日（土）サテライトキャンパス公開講座：
鍼灸の神秘を目でみてみよう！ 指圧マッ
サージ効果の可視化から体験まで
講　師　立石　和子（仙台赤門短期大学教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 30 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-395-7750学都仙台コンソーシアム・仙台赤門短期大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  2日（土）復興大学県民講座　
復興の政治学：復興のあり方を決めてい
る考え方
講　師　井上　義比古（東北学院大学法学部教授）

東北工業大学 一番町ロビー 2 階ホール

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818学都仙台コンソーシアム復興大学部会
場　所

主催者 問合先

11月  2日（土）仙台市天文台×東北大学大学院理学研究
科公開サイエンス講座 2019 年度第 3 回

「ついに『見えた』重力波天体」
講　師　田中　雅臣（東北大学大学院理学研究科天文学専攻准教授）

仙台市天文台加藤・小坂ホール 100 名

14:00

▲

15:30

Tel 022-391-1300東北大学大学院理学研究科・仙台市天文台
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  3日（日・祝）特別展「蝦夷―古代エミシと律令国家―」
記念講演会 「古代蝦夷研究の現在」

講　師　熊谷　公男（東北学院大学名誉教授）
東北歴史博物館　3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  9日（土）東北福祉大学公開講座
「子どももおとなも笑顔になる アンガー
マネジメント」
講　師　三浦　和美（東北福祉大学教授）

東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 48 名（小学生の保護者）

10:00

▲

11:30

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  9日（土）サテライトキャンパス公開講座：味覚の
違いを体験してみよう―味の感じ方の個
人差が遺伝子の違いで説明できる―
講　師　八巻　美智子（東北生活文化大学家政学部講師）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 30 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-346-1207学都仙台コンソーシアム・東北生活文化大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  9日（土）サテライトキャンパス公開講座：
どう変わる？ 小学校英語

講　師　川井　一枝（宮城大学基盤教育群准教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-716-6692学都仙台コンソーシアム・宮城大学
場　所

主催者 問合先

定　員

11月  9日（土）しろ・まち講座
「まちの歴史を絵図が語る！？
―企画展の見どころ紹介―」
講　師　水野　沙織（仙台市博物館学芸員）

仙台市博物館ホール 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

　透明標本というと、この展覧会のポスターにもあったような美し
い印象がありますが、入り口から入ってすぐ「透明標本ができるまで」
の映像があり、美しさの裏には地道な作業があることがわかりまし
た。閉じた状態の魚のヒレをひとつひとつ丁寧に広げて虫ピンで整
え、薬品で処理するとタンパク質が固まり、虫ピンを外しても形状
を保つことができるそうです。軟骨を青く染める薬液に浸けた後、
酵素でタンパク質を分解し、硬骨を赤紫色に染める薬液に浸し、さ
らに薬液で筋肉を透明にして、残った鱗や肉を取り除く仕上げ作業。
最後まで細かい作業の連続でした。なんとなく、ひとつの染液で青
くなる部分と赤くなる部分がある（リトマス紙のイメージ）のかと
思っていたのですが、硬骨と軟骨とで別の染液を使うのですね。
　展示パネルに生き物の分類や骨格の説明もありましたが、パネル
付近は混雑していてじっくり読むことはできませんでした。それで
も最初に映像を見ていたおかけで、ハリセンボンのハリ部分やコバ
ンザメの吸盤部分は赤くなっているから硬骨だ、カエルの背骨は意
外と太い、亀の甲羅は透明になっているから骨ではないらしい、イ
カやタコなどの軟体動物のブースは青一色だな、鳥類は成長するに
つれて青い部分より赤い部分が増えていくな、など透明標本を見て
様々なことに氣付けました。
　かなり親子連れが多く、大人から子どもまで楽しめて夏休みに最
適なイベントだと感じました。写真撮影OKなのも嬉しい要素ですね。
� 「まなびのめ」編集部　三上志穂

粗
品

進
呈

。すまいてしち待おをトーポレや想感のトンベイ」び学「、たれさ加参が様皆の者読
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。

参加体験記 参加体験記募集中！

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。




